
駅
前
活
性
化
と
共
に
歩
む

中
小
企
業
診
断
士
　

林
　

啓
史

中野北口十字路商店会

観
光
振
興
へ
コ
ツ
探
る

烏
山
駅
通
り（
振
）

新
春
講
演
会
　

清
水
愼
一
氏
が
解
説

　接客に役立つ英会話　

～下北沢一番街（振）テキストより～
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ト
ラ
ベ
ル
ブ
ッ
ク
で

シ
モ
キ
タ
小
旅
行

誰
に
も
居
心
地
良
い
街
に

し
も
き
た（
振
）

　
　
　
理
事
長
　

柏
　

雅
康
氏

か
し
わ

ま
さ

や
す 中野駅方向を望む

（
１
）
商
店
会
の
概
要

　
一
昨
年
春
、
明
治
大
学
、
帝

京
平
成
大
学
の
２
つ
の
大
学
、

そ
し
て
昨
年
４
月
に
は
早
稲
田

大
学
が
開
校
し
た
Ｊ
Ｒ
中
野
駅

北
口
。
中
野
駅
北
口
周
辺
は
上

記
し
た
３
大
学
と
キ
リ
ン
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
本
社

の
移
転
に
よ
り
昼
間
人
口
が
２

万
８
０
０
０
人
増
加
し
た
。

　
昨
年
よ
り
「
バ
ル
」
イ
ベ
ン

ト
等
を
近
隣
の
商
店
街
で
は
行

っ
て
お
り
中
野
駅
周
辺
は
今
年

も
ま
た
活
気
づ
い
て
い
る
。

　
中
野
北
口
十
字
路
商
店
会
は

こ
の
地
を
有
名
に
し
た
〝
お
た

く
文
化
の
聖
地
〟
中
野
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
か
ら
北
へ
わ
ず
か


秒
。
早
稲
田
通
り
と
中
野
通
り

が
交
わ
る
新
井
交
差
点
を
中
心

に
東
西
南
北
（
十
字
の
形
）
に

ひ
ろ
が
る
商
店
街
で
あ
る
。

　
中
野
区
新
井
１
丁
目
か
ら
２

丁
目
、
中
野
４
丁
目
か
ら
５
丁

目
に
ま
た
が
り
、
現
在

店
舗

が
加
盟
し
て
い
る
。

（
２
）
参
道
商
店
街
の
由
来

　
商
店
街
沿
い
に
は
、
『
新
井

薬
師
　
梅
照
院
』
、
『
新
井
天

神
　
北
野
神
社
』
、
が
鎮
座
し

て
い
る
い
わ
ゆ
る
参
道
商
店
街

で
あ
る
。

　
特
に『
新
井
薬
師
　
梅
照
院
』

は
鎌
倉
時
代
の
代
表
的
な
武

将
、
新
田
家
代
々
の
守
護
仏
で

あ
り
中
野
区
最
大
の
寺
院
で
あ

る
。
　
ま
た
優
れ
た
小
児
薬
を

調
整
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
『
子

育
て
薬
師
』
と
も
呼
ば
れ
て
、

　
今
日
ま
で
大
変
多
く
の
方

に
、
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

他
に
二
代
将
軍
秀
忠
公
の
第
五

子
和
子
の
方（
東
福
門
院
）が
患

っ
た
　
悪
質
な
眼
病
が
、
祈
願

し
て
快
癒
し
た
こ
と
な
ど
か
ら

『
目
の
薬
師
』と
も
呼
ば
れ
る
。

　
ま
た
毎
月
８
、

、

の
日

に
は
縁
日
が
行
わ
れ
て
い
る
。

年
間
行
事
と
し
て
は
４
月
に
は

『
さ
く
ら
祭
り
』
、
７
月
に
は

観
客
数
１
万
人
を
動
員
す
る

『
薬
師
盆
踊
り
大
会
』
が
開
催

さ
れ
、
中
野
北
口
十
字
路
商
店

会
も
協
賛
し
て
い
る
。

（
３
）
商
店
街
活
動
の
現
状

　
当
商
店
街
は
日
高
代
表
理
事

の
も
と
に
７
名
の
理
事
と
２
名

の
監
査
役
、
４
名
の
ブ
ロ
ッ
ク

長
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。

各
役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の

下
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画

お
よ
び
地
元
の
社
会
貢
献
活
動

等
、積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　
当
商
店
街
の
加
盟
店
の
特
長

と
し
て
は
会
員
に
、
中
野
が
創

業
の
地
の
「
マ
ル
イ
」
本
社
お

よ
び
、
業
界
大
手
の
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
チ
ェ
ー
ン
「
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
」
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ

プ
の
「
ダ
イ
ソ
ー
」
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
の
「
サ
ー
テ
ィ
ー
ワ

ン
」
等
の
店
舗
が
加
入
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た

今
年
度
は
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

並
び
の
中
野
サ
ン
ク
オ
ー
レ
地

下
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
食
品
館
」
が
当
商

店
街
の
会
員
と
な
っ
た
。
　

　
ま
さ
に
大
手
流
通
チ
ェ
ー
ン

と
共
存
共
栄
し
て
い
る
商
店
街

と
い
え
る
。

　
年
間
を
通
じ
て
最
も
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
『
オ
ー
タ

ム
フ
ェ
ス
タ
（
セ
ー
ル
）
』
の

開
催
が
あ
る
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
毎
年

月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
行
な

わ
れ
る
。
期
間
中
に
お
買
い
物

さ
れ
た
お
客
様
に
抽
選
券
を
進

呈
し
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
進
呈
。

他
に
参
加
店
の
自
慢
の
一
品

（
逸
品
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
る
。
ま
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
連

動
し
て
実
施
し
て
い
る
。

（
４
）
課
題
と
今
後
の
見
通
し

　
こ
の
よ
う
に
、
積
極
的
な
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
当
商
店
街

で
あ
る
が
、
他
の
商
店
街
と
同

じ
く
、
加
入
店
の
廃
業
及
び
新

規
加
入
店
の
減
少
が
課
題
の
一

つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、

加
入
店
に
物
販
店
が

％
程
度

し
か
な
く
、
そ
の
う
ち
生
鮮
三

品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
店
舗
は

「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
食
品

館
」
の
み
で
あ
る
。

　
現
在
、
中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
隣
に

階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
築
中
で
あ
る
。
完
成
の

暁
に
は
約
５
２
０
世
帯
が
入
居

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
フ

ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
の
間
取
り
も

多
い
マ
ン
シ
ョ
ン
と
の
こ
と
で

あ
る
。
当
商
店
街
に
と
っ
て
新

た
な
顧
客
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
新
た
な
機
会
を
活
用
し
た

新
た
な
取
り
組
み
を
期
待
し
た

い
。

「『昔はよかった』ではなく、『今もいい街だね』と言われたい」

　
世
田
谷
区
・
下
北
沢
駅
北
口
周

辺
の
街
路
灯
に
は
た
め
く
Ｔ
シ
ャ

ツ
フ
ラ
ッ
グ
。
街
を
キ
ャ
ン
バ
ス

に
見
立
て
て
、
親
子
体
験
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
起
業
支
援
等
を
展
開

す
る
イ
ベ
ン
ト
「
下
北
沢
大
学
」

の
Ｐ
Ｒ
の
一
環
だ
。
地
元
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
や
市
民
、
事
業
者
、
地
方

産
地
等
と
の
巧
み
な
連
携
が
評
価

さ
れ
、
３
年
前
に
は
都
の
東
京
商

店
街
グ
ラ
ン
プ
リ
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
。
さ
ら
に
今
年
度
は
、
自
身

も
同
グ
ラ
ン
プ
リ
「
個
人
の
部
」

受
賞
の
栄
誉
に
輝
き
、
「
企
画
内

容
や
連
携
先
を
拡
充
さ
せ
つ
つ
、

地
道
に
継
続
し
て
き
た
点
が
評
価

さ
れ
た
」
と
の
自
負
だ
。

　
一
方
で
「
こ
う
し
た
商
店
街
企

画
が
話
題
を
呼
ぶ
の
は
、
先
代
が

築
い
た
『
シ
モ
キ
タ
』
ブ
ラ
ン
ド

が
あ
っ
て
こ
そ
」
。
地
元
魚
店
３

代
目
と
し
て

年
前
、
弱
冠

歳

で
周
囲
に
推
さ
れ
て
理
事
長
職
を

受
諾
し
た
の
は
、
そ
ん
な
先
代
へ

の
感
謝
と
責
任
感
か
ら
。
「
〝
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
〟
と

の
諸
先
輩
方
の
応
援
を
支
え
に
」、

新
事
業
立
ち
上
げ
や
役
員
若
返

り
、
内
外
と
の
連
携
強
化
に
果
敢

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
「
次
男
で
も
あ
り
店
を
継
ぐ
気

は
全
く
な
か
っ
た
」
が
、
勤
務
先

大
企
業
で
の
〝
歯
車
〟
と
し
て
の

物
足
り
な
さ
や
、
父
の
体
調
不
良

も
あ
り

年
前
に
家
業
を
継
承
。

さ
っ
そ
く
商
店
街
青
年
部
員
と
な

っ
た
も
の
の
、
慣
れ
な
い
店
経
営

に
引
き
続
い
て
の
連
夜
の
商
店
街

会
合
に
、
思
わ
ず
「
も
っ
と
楽
が

し
た
い
」
と
ポ
ロ
リ
。
「
お
前
に

は
期
待
し
て
い
た
の
に
心
底
が
っ

か
り
し
た
」
と
、
「
あ
の
時
、
先

輩
役
員
ら
に
厳
し
く
叱
責
さ
れ
た

こ
と
が
、
本
気
で
商
店
街
に
向
き

合
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
。

　
そ
の
後
担
当
し
た
地
元
天
狗
ま

連
携
企
画
で
は
、
「
過
去
の
や
り

方
を
一
度
〝
サ
ラ
〟
に
し
て
練
り

直
し
」
。
子
ど
も
達
や
地
元
芸
人

の
参
画
を
新
た
に
組
み
込
み
、
古

風
な
天
狗
ポ
ス
タ
ー
は
お
洒
落
な

街
に
な
じ
む
デ
ザ
イ
ン
へ
刷
新
し

た
。
「
訪
れ
る
人
、
住
む
人
、
事

業
を
営
む
人
な
ど
、
誰
に
も
居
心

地
の
良
い
街
を
め
ざ
し
た
い
」
。

　
駅
周
辺
の
環
境
変
化
で
自
店
は

７
年
前
に
廃
業
し
、
不
動
産
賃
貸

業
へ
特
化
。
「
そ
れ
で
こ
そ
の
長

期
的
視
点
で
、
駅
周
辺
緑
化
や
街

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
た

い
」
。
内
外
か
ら
多
様
な
ヒ
ト
を

惹
き
つ
け
・
巻
き
込
ん
で
〝
今
〟

の
地
域
で
実
践
し
続
け
る
、
柏
さ

ん
な
ら
で
は
の
シ
モ
キ
タ
街
お
こ

し
に
ぜ
ひ
期
待
し
た
い
。

商　店　街　ニ　ュ　ー　ス （４）第号（昭和年月日第三種郵便物認可）平成年月日（毎月日発行）

こちらへどうぞ。　▶This way, please.
英語のメニューです。
　▶Here is our English menu.
お決まりになりましたか？
　▶Are you ready to order?
まずお飲み物のご注文をお願いします。
　▶First, something to drink?
［お客様］ビールと焼酎をお願いします。
　▶Can we have one beer and one shochu, please?
かしこまりました。　
　▶Sure.（居酒屋等のくだけた接客）
　▶Of course, madam/sir.（普通の接客）
　▶Certainly, madam/sir.（高級店の丁寧な接客）
焼酎はお飲み方いかが致しましょうか？
　▶How would you like your shochu?
［お客様］オンザロックで　▶With ice, please.
お湯割りはいかがですか？
　▶Would you like it with hot water?
ソーダ割りはいかがですか？
　▶Would you like it with soda water?
お待たせしました。（通常は言わない）お飲み物
です。　▶Here are you drinks
お食事の注文をお伺いします。
　▶Something to eat?
ご注文のお品／品々を指でさしてください。
　▶Please point at your order(s).

区内外から約名が参加する盛況に

街のあるき方ノウハウ（右下）や書き込める
スペース（左下ページ）も

　
世
田
谷
区
の
し
も
き
た
商

店
街
振
興
組
合
（
柏
雅
康
理

事
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど

「
身
近
な
街
を
旅
す
る
気
分

で
歩
く
、
街
歩
き
シ
ョ
ー
ト

ト
リ
ッ
プ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
『
下
北
沢
ト
ラ
ベ
ル
ブ
ッ

ク
』
を
発
行
し
た
。
２
月
・

３
月
の
週
末
４
日
間
に
駅
前

で
無
料
配
布
し
た
と
こ
ろ
、

マ
ス
コ
ミ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
経

由
等
で
大
き
な
話
題
に
。
初

回
配
布
時
に
は
時
間
前
か
ら

１
０
０
名
超
も
の
長
蛇
の
列

が
で
き
、
ま
た
都
外
か
ら
も

問
合
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る

な
ど
、
シ
モ
キ
タ
の
魅
力
や

逸
店
・
逸
品
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
契
機
に
な
っ
て
い
る

（
上
に
関
連
記
事
）
。

　
今
回
の
ト
ラ
ベ
ル
ブ
ッ
ク

は
、
「
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て

携
帯
し
て
も
ら
う
」
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
た
片
手
で
持
ち
歩

け
る
文
庫
本
サ
イ
ズ
の
オ
ー

ル
カ
ラ
ー

㌻
。
街
角
風
景

の
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
も
各
所

に
あ
し
ら
わ
れ
、
「
商
店
街

の
歩
き
方
」
特
集
で
の
通
り

ご
と
の
逸
店
紹
介
、
北
沢
八

幡
宮
や
北
沢
川
緑
道
な
ど
の

見
所
案
内
、
街
の
由
来
、
街

歩
き
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
網

羅
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、
自
分
の
好
き
な

ス
ポ
ッ
ト
や
店
を
書
き
込
め

る
「
ト
ラ
ベ
ル
ノ
ー
ト
」
ペ

ー
ジ
や
商
店
街
の
白
地
図
欄

な
ど
、
来
街
者
が
個
々
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

書
き
込
め
る
ペ
ー
ジ
も
設

定
。
街
歩
き
を
通
じ
て
、
よ

り
シ
モ
キ
タ
に
愛
着
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
の
趣
向
が
凝

ら
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
約

１
万
冊
を
発
行
し
て
お
り
、

現
在
各
店
頭
や
駅
前
に
て
配

布
中
。
制
作
費
は
国
の
に
ぎ

わ
い
補
助
金
を
活
用
し
て
い

る
。

　
世
田
谷
区
の
烏
山
駅
前
通

り
商
店
街
振
興
組
合
（
桑
島

俊
彦
理
事
長
）
で
は
２
月


日
に
、
新
春
講
演
会
「
商
店

街
に
お
け
る
ま
ち
な
か
観
光

と
は
？
」
を
開
催
し
た
。
今

回
の
講
師
は
、
総
務
省
・
地

域
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
お
よ

び
内
閣
府
・
地
域
活
性
化
伝

道
師
も
務
め
る
立
教
大
学
観

光
学
部
兼
任
講
師
の
清
水
愼

一
氏
。
自
身
の
経
験
や
豊
富

な
事
例
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

「
ま
ち
の
元
気
は
商
店
街
」

と
強
調
。
観
光
振
興
面
で
の

商
店
街
の
今
後
の
可
能
性
に

つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
得
る

場
と
な
っ
た
。

　
清
水
氏
は
、
ま
ず
観
光
商

店
街
の
成
功
例
と
し
て
、
新

宿
区
・
大
久
保
地
区
商
店
街

の
猥
雑
さ
や
多
国
籍
性
、
路

地
文
化
が
外
国
人
観
光
客
の

人
気
を
集
め
て
い
る
例
や
、

埼
玉
県
・
川
越
地
区
商
店
街

で
は
観
光
客
増
が
住
民
に
と

っ
て
も
便
利
な
街
に
な
る
契

機
と
な
っ
て
い
る
例
な
ど
を

紹
介
。
こ
う
し
た
集
客
を
売

り
上
げ
増
へ
と
つ
な
げ
て
い

く
方
策
と
し
て
、
自
ら
が
手

が
け
た
Ｊ
Ｒ
駅
で
の
〝
東
京

み
や
げ
〟
の
刷
新
な
ど
を
例

に
、
①
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
と

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
結
び
つ

け
て
い
く
こ
と
②
観
光
客
で

は
な
く
、
地
元
の
人
が
喜
ん

で
買
っ
て
く
れ
る
こ
と

な
ど
の
成
功
要
因
を
解
説
し

た
。

　
一
方
で
、
「
観
光
客
は
地

元
の
人
が
や
っ
て
い
る
こ
と

を
や
っ
て
み
た
い
」
の
で
あ

り
、
観
光
振
興
に
あ
た
っ
て

も
「
住
み
よ
い
と
こ
ろ
」
で

あ
る
こ
と
を
基
本
に
す
る
べ

き
で
あ
る
と
も
指
摘
。
商
店

街
の
景
観
ハ
ー
ド
や
個
店
の

品
揃
え
を
観
光
客
目
線
で
変

え
る
と
い
う
視
点
で
は
な

く
、
「
地
元
住
民
の
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と
し
て

人
と
人
が
繋
が
る
〝
場
〟
の

の
機
能
を
高
め
る
こ
と
こ
そ

が
、
観
光
面
で
の
魅
力
と
な

り
店
の
売
り
上
げ
に
つ
な
が

る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。


